
多量の有機物施用は玄米タンパク質含量の増大に影響を

あたえた（表－２）。

次に、有機物のどの成分が玄米タンパク質含量に影響

をあたえたかを分析した結果、可給態窒素（avN：土壌

を風乾後の30℃の温度下、湛水密閉状態で４週間培養し

た場合の無機態窒素量）との関係が最も高く、土壌診断

値の可給態窒素によって、玄米タンパク質含量の変動に

ついてかなりの部分が説明できた（デ－タ詳略）。国は、

有機機物施用量に関して、水稲、畑作物、野菜、果樹で

の堆肥施用基準を示すとともに、堆肥などの有機物を施

用した場合の減肥マニュアルを提示した（農林水産省、

土壌管理のあり方に関する意見交換会報告書・2008年）。

また、水田における可給態窒素の改善目標として、乾土

100ｇ当たりの窒素（Ｎ）で８㎎以上、20㎎以下とした

（地力増進基本指針・2008年）。このような例を参考にし

て、土壌診断により圃場の有機物施用量や可給態窒素を

正確に把握して、適正施肥を行い良食味の米を生産する

ことが重要である。

関東の公立場所で22年間にわたり実施されたキャベ

ツ－だいこん栽培圃場（�窒素無施用区�化学肥料区�

化学肥料＋有機物施用（牛ふん堆肥３ｔ／10ａ・年）�

化学肥料＋有機物施用（牛ふん堆肥３ｔ／10ａ・年）＋

土壌改良資材）でのキャベツの平均収量（㎏／10ａ）は、

�が799、�が4,598、�が5,451、�が5,381で、各圃場の

土壌診断デ－タ（pH、全炭素、全窒素、CEC、交換性の

CaO、MgO、K2O、可給態リン酸の８項目）とキャベツ

の収量との関係を統計処理した。その結果、この圃場で

のキャベツの収量は、土壌診断値のpHと全炭素とは高い

相関関係があった。なお、キャベツの適正pHは6.0～7.0

で（全農肥料農薬部・2010年）、普通畑での土壌有機物

含量は黒ボク土以外では３％以上が改善目標である（地

力増進基本指針・2008年）。したがって、土壌診断によ

る施肥管理とともに土壌管理が、つまり土づくりが重要

である。 【全農　営農・技術センター　肥料研究室　山田一郎】

全農では、全国約13万点の土壌分析を実施した。今回

は、そのうちの約４万点について、地目別に取りまとめ

たのでその内容を紹介する。なお、分析値の解析にあた

り塩基成分の適正範囲については、今回分析した土壌の

平均のCECがおおよそ20meq／100�であったことか

ら、石灰飽和度55～80％、苦土飽和度10～20％、カリ

飽和度２～10％にあたる、交換性石灰300～450�／100

�、交換性苦土40～80�／100�、交換性カリ15～100

�／100�（野菜畑・施設の例）を基準として設定した

（表－１、２）。

塩基、ケイ酸補給で収量安定と品質向上を

石灰と苦土が不足している土壌が多くあり、その結果

としてpHも低い土壌が多かった。また、ケイ酸（中性リ

ン酸緩衝液抽出法による分析結果）も不足している土壌

が多かった。これは、ケイカルをはじめとする土づくり

肥料の投入量の

減少が石灰、苦

土、ケイ酸が不

足している要因

のひとつとして

考えられる。

リン酸、カリ

水田（図－１）
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表－2 処理区ごとの玄米タンパク質含量（％）の平均値（草場・2008年）

注）英字が異なる場合にはTukeyの検定5%水準で有意差ありを示す。有機物の施用量は10a当たりである

6.30a 7.10b 7.30bc 7.18bc 7.50bc 7.85c

89a 100b 103bc 101b 106bc 111c

窒素無施用区

玄米タンパク質含量（％）
化学肥料区を100とした

各区の値

化学肥料
標準施肥

化学肥料
標準施肥＋稲わら0.5ｔ

化学肥料
標準施肥＋麦わら0.5ｔ

化学肥料
標準施肥＋稲わら0.8ｔ

化学肥料
標準施肥＋堆肥4ｔ

表－1 水田の土壌診断基準値
項目 適正域 単位

pH 6～6.5
リン酸 10～20 m�／100�
カリ 10～40 m�／100�
苦土 40～80 m�／100�
石灰 300～450 m�／100�
苦土／カリ 2以上
ケイ酸 15以上 m�／100�

pH 

リン酸 

カリ 

苦土 

石灰 

苦土／カリ 

ケイ酸 

不足域 
適正域 
過剰域 

73%

22% 38% 40%

16% 76% 8%

61% 31% 9%

73% 21% 6%

14% 86%

58% 42%

22% 5%

0 20 40 60 80 100（％） 

図－1 水田における診断基準値に基づく土壌養分の分布割合



が不足してい

る土壌もあっ

たが、リン酸

に関しては過

剰な土壌も多

くみられた。

土壌の養分状態をみながら、これらが不足している土壌

は、該当する養分の補給を目的として土づくり肥料を投

入し、逆にリン酸、カリが適正～過剰の土壌は、低成分

銘柄を使用して施肥コストを抑制しながら、収量安定と

品質向上につなげていく必要がある。

バランスのよい塩基の補給で、作物の収量・品質向上を

pH、石灰、苦土が不足している土壌もあれば、過剰な

土壌もあった。苦土／カリ比のバランスが崩れている土

壌も半数近くあり、これらの土壌では苦土欠乏症などの

生理障害が懸念される。圃場ごとに土壌の養分状態をチ

ェックし、塩基バランスに注意して土づくり肥料を施用

する必要がある。

同様に、リン酸についても不足

している土壌もあれば、過剰な土

壌もみられた。リン酸、カリが適

正～過剰の土壌は、低成分銘柄の

使用によって施肥コストを抑制し

ながら、塩基バランスの適正化を

進めて土壌環境を改善し、作物の

収量・品質向上につなげる必要が

ある。

低成分銘柄で塩類集積、
リン酸過剰の解消を

pHが低い土壌が半数程度あっ

た。しかし、石灰、苦土、カリの

集積が進んでおり、ECが過剰な土壌もみられることか

ら、残存する硝酸態窒素によってpHが低くなっている可

能性が高い。このような土壌では、pHを高めようとして

土づくり肥料を投入するとさらに養分が集積するので、

土づくり肥料の施用を控え、塩基バランスを整えながら

土づくりを行う必要性がある。

リン酸が過剰な土壌が多いので、施肥リン酸を削減し

て、施肥コストを抑制するとともに、リン酸過剰による

苦土などの要素欠乏や根こぶ病などの病害の発生を防ぐ

ことが重要である。

★

なお、全農は土壌診断体制を強化するために、平成20

年度～21年度にかけて、広域土壌分析センターを９ヵ所

設置した。これにより、県本部の土壌分析センターの有

無にかかわらず、全農として土壌分析が実施できる体制

が整った。22年度以降についても土壌分析を実施し、農

産物の収量安定、品質向上につながる取り組みを引き続

き実施していく。
【全農　営農・技術センター　肥料研究室　日高秀俊】

施設（図－３）

野菜畑（図－２）
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不足域 
適正域 
過剰域 

0 20 40 60 80 100（％） 

pH 

EC 

リン酸 

カリ 

苦土 

石灰 

苦土／カリ 

32%

77% 20% 3%

11% 59% 30%

7% 82% 11%

46% 38% 16%

60% 25% 15%

45% 55%

51% 17%

図－2 野菜畑における診断基準値に基づく土壌養分の分布割合

不足域 
適正域 
過剰域 

0 20 40 60 80 100（％） 

47%

22% 56% 22%

2% 30% 68%

3% 72% 25%

11% 37% 52%

25% 36% 39%

28% 72%

47% 7%pH 

EC 

リン酸 

カリ 

苦土 

石灰 

苦土／カリ 

図－3 施設における診断基準値に基づく土壌養分の分布割合

表－2 野菜畑・施設の土壌診断基準値
項目 適正域 単位

pH 6～7
EC 0.2～1.0 ｍS／cm
リン酸 10～100 m�／100�
カリ 15～100 m�／100�
苦土 40～80 m�／100�
石灰 300～450 m�／100�
苦土／カリ 2以上

「だれにもできる土壌診断の読み方と肥料計算」
全農では、土壌診断に基づく適正施肥

に取り組んでいます。そして、土壌診

断結果の読み方とその活用を分かりや

すく解説した本が必要と思い、全農の

講習会用のテキストとして「だれにも

できる土壌診断の読み方と肥料計算」

を作成しました。多くの方々に土壌診

断に基づく適正施肥を実施していただ

きたく、農文協より販売することにし

ました。このテキストは、現場向きの

内容になっています。
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